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一
　
中
国
家
族
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て

　

改
革
開
放
後
、
中
国
家
族
は
ど
の
よ
う
な
変
化
を
経
験
し
て
き
た

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
変
化
に
付
随
し
て
、
い
か
な
る
家

族
問
題
が
生
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
主
に
先
行
研
究
の

レ
ビ
ュ
ー
を
通
じ
て
、
改
革
開
放
後
の
家
族
変
動
を
概
観
し
、
そ
の

上
で
家
族
問
題
と
今
後
の
展
望
を
考
察
し
て
み
た
い
。

　

限
ら
れ
た
紙
幅
の
な
か
で
、
中
国
家
族
の
現
状
と
展
望
を
理
解
す

る
た
め
に
、
こ
こ
で
は
特
に
世
代
間
関
係
に
着
目
し
た
い
。
そ
の
主

な
理
由
は
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
社
会
学
で
は
、
世
代
間
関
係
が
家

族
の
な
か
に
制
度
化
さ
れ
た
現
象
を
、
世
代
家
族
（generational 

fam
ily

）
と
い
う
用
語
で
概
念
化
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
世
代
家

族
と
は
「
親
子
の
紐
帯
を
通
し
て
超
世
代
的
に
連
結
す
る
こ
と
を
志

向
す
る
家
族
組
織
の
一
つ
の
型
」
を
い
う
が
、
こ
う
し
た
家
族
が
存

在
す
る
た
め
に
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
と
も
に
、
出
自
・
居
住
・
相

続
・
承
継
に
関
す
る
規
則
が
不
可
欠
と
さ
れ
る
﹇
濵
嶋
・
竹
内
・
石

川
編 1997 : 373

﹈。
実
は
、
儒
家
思
想
か
ら
近
現
代
思
想
に
至
る
ま

で
、
こ
の
世
代
家
族
は
“
中
国
”
や
“
中
国
人
”
と
い
っ
た
「
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
ネ
ス
」（
中
国
ら
し
さ
）
を
構
成
す
る
主
要
因
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
、
社
会
秩
序
の
根
源
と
し
て
、
あ
る
い
は
、
社
会
発
展

の
桎
梏
と
し
て
、
中
国
の
歴
史
の
な
か
で
繰
り
返
し
論
じ
ら
れ
て
き

た
。
今
日
、
ま
さ
し
く
、
こ
の
世
代
家
族
を
特
徴
と
し
た
中
国
の
家

族
制
度
が
、
社
会
移
動
の
高
ま
り
の
な
か
で
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
、
世
代
間
関
係
、
な
か
で
も
、
居
住

と
相
続
に
か
か
わ
る
家
族
現
象
の
分
析
を
通
じ
て
、
中
国
家
族
の
変

現
代
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の 
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化
と
展
望
を
多
少
な
り
と
も
浮
き
彫
り
に
し
て
み
た
い
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
あ
ら
か
じ
め
、
中
国
家
族
や
そ
の
家
族
問
題

に
対
す
る
筆
者
の
立
ち
位
置
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
稿
の
タ
イ
ト

ル
と
は
矛
盾
す
る
が
、
率
直
な
と
こ
ろ
、
筆
者
は
ア
ジ
ア
の
多
様
な

文
化
的
歴
史
的
背
景
の
な
か
で
、
そ
れ
を
無
視
し
て
“
中
国
家
族
”

や
“
日
本
家
族
”
な
ど
と
近
代
の
地
政
学
的
枠
組
み
の
な
か
に
括
っ

て
家
族
の
社
会
構
造
を
分
析
し
て
し
ま
う
こ
と
に
、“
説
明
力
の
貧

困
”
を
感
じ
て
い
る
（
ま
た
、“
中
国
家
族
”
と
は
い
っ
て
も
、
本

稿
で
扱
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
漢
族
家
族
で
あ
る
）。
こ
こ
で
は
少
な

く
と
も
次
の
一
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
、
決
し
て
中
国

の
家
族
が
抱
え
る
困
難
や
課
題
を
特
殊
な
も
の
と
強
調
す
る
こ
と

で
、
中
国
家
族
を
“
自
己
”
と
は
無
縁
の
“
他
者
”
と
し
て
実
体
化

す
る
こ
と
が
目
的
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
日
本
で
も
中
国
で
も
、
私

た
ち
は
ま
す
ま
す
明
瞭
に
、
家
族
の
一
員
と
し
て
個
人
の
ラ
イ
フ
を

全
う
す
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
容
易
で
な
い
こ
と
に
気
付
き
始
め
て
い

る
。
こ
の
“
個
人
が
家
族
と
し
て
生
き
て
い
く
”
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

遂
行
で
は
、
参
照
可
能
な
家
族
モ
デ
ル
が
多
様
に
存
在
し
た
ほ
う
が

よ
い
。
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
政
治
や
経
済
だ
け

で
な
く
、
家
族
の
構
造
や
機
能
（
目
的
）、
行
動
や
価
値
規
範
と

い
っ
た
領
域
で
も
、
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン

し
て
い
く
地
平
は
開
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
中
国
家
族
や
そ
の
問

題
を
整
理
す
る
作
業
と
は
、
現
在
的
状
況
の
な
か
で
“
個
人
と

家
族
”
や
“
家
族
と
社
会
”
の
関
係
を
考
え
る
た
め
の
誰
に
対
し
て

も
開
か
れ
た
一
般
的
方
法
を
獲
得
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
﹇
首
藤

2008

﹈。二
　
世
帯
構
成
の
変
化

　

ま
ず
、
中
国
家
族
の
居
住
に
つ
い
て
、
世
帯
を
中
心
に
み
て
い
こ

う
。
一
般
的
に
、
産
業
化
が
促
す
家
族
変
動
の
な
か
で
、
世
帯
に
お

け
る
家
族
構
成
は
、
核
家
族
（
そ
の
な
か
で
も
、
一
組
の
夫
婦
と
そ

の
無
配
偶
の
子
か
ら
な
る
「
完
全
核
家
族
」）
が
主
要
な
形
態
と
な

り
、
直
系
家
族
（
親
と
一
人
の
既
婚
子
と
そ
の
配
偶
者
か
ら
な
る
家

族
）
や
複
合
家
族
（
親
と
複
数
の
既
婚
子
お
よ
び
そ
の
配
偶
者
か
ら

な
る
家
族
）
の
割
合
が
低
下
す
る
と
と
も
に
、
家
族
規
模
も
縮
小
す

る
傾
向
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

　

で
は
、
現
代
の
中
国
に
お
い
て
、
世
帯
に
お
け
る
家
族
構
成
の
変

化
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
王
躍

生
は
、
第
三
回
か
ら
第
五
回
の
人
口
セ
ン
サ
ス
（
一
九
八
二
年
、
一

九
九
〇
年
、
二
〇
〇
〇
年
に
実
施
）
に
基
づ
き
な
が
ら
、
以
下
の
よ

う
な
変
化
の
趨
勢
を
描
出
し
て
い
る
（
表
1
）。

　

す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
〇
年
人
口
セ
ン
サ
ス
に
よ
れ
ば
、
世
帯
構
成

は
核
家
族
（
六
八
・
一
五
％
）、
直
系
家
族
（
二
一
・
七
三
％
）、
単
独
世

帯
（
八
・
五
七
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
二
年
か
ら
の
変
化
を

み
る
と
、
⑴
世
帯
構
成
全
体
に
占
め
る
核
家
族
の
割
合
は
若
干
の
減

少
傾
向
に
あ
る
。
こ
れ
は
、
完
全
核
家
族
の
減
少
を
反
映
し
た
も
の



表１　人口センサスにみる家族類型の比率と推移 （％）
 人口センサス（年）
家族類型 1982 1990 2000

核家族

夫婦家族
完全核家族
ひとり親家族
拡大核家族 1）

4.78
52.89
14.31

　 ―

6.49
57.81
9.50

　 ―

12.93
47.25
6.35
1.62

小　計 71.98 73.80 68.15

直系家族

二代直系家族
三代直系家族
四代直系家族
隔代家族

　 ―
16.63
0.52
0.66

　 ―
16.65
0.59
0.66

2.37
16.63
0.64
2.09

小　計 17.81 17.90 21.73

複合家族
二代複合家族
三代以上複合家族

0.11
0.88

0.09
1.06

0.13
0.44

小　計 0.99 1.15 0.57

単独世帯 7.97 6.32 8.57

欠損家族 　 ― 　 ― 0.73

その他 1.02 0.81 0.26

合　計 100.00 100.00 100.00

注：１  ）ここでいう「拡大核家族」とは一組の夫婦と未婚の子
女に夫あるいは妻の未婚のきょうだいを含む家族のこと
である。

　　２  ）1982年の家族類型の比率では、「夫婦家族」「単独世帯」
「その他」の数値以外で、曾・梁［1993］の数値（１‰抽出）
が用いられている。また、1990年の比率では曾・李・梁
［1992］の数値（１％抽出）が用いられている。さらに
2000年の比率は、ランダムに抽出された世帯（約10％抽
出）から、王躍生がさらに１％を抽出して計算している。
表１の数値そのものに拠れば、家族類型比率の合計は、
99.77％（1982年）、99.98％（1990年）、100.01％（2000年）
となって誤差が生じるが、出所の表にしたがって合計
100％と表記した。

出所：王躍生［2008: 44］。
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で
あ
る
。
一
方
、
晩
産
化
や
、
一
人
っ
子
政
策
に
よ
る
少
子
化
と
社

会
移
動
の
増
大
、
あ
る
い
は
結
婚
を
契
機
と
し
た
以
前
よ
り
も
早
期

の
“
分
家
”
の
浸
透
な
ど
を
背
景
に
、
核
家
族
の
な
か
で
も
子
ど
も

の
い
な
い
夫
婦
家
族
の
割
合
が
増
大
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
夫
婦
家

族
の
な
か
で
戸
主
年
齢
が
四
五
〜
六
九
歳
の
層
（
夫
婦
家
族
の
六
割

余
り
）
で
は
、
直
系
家
族
や
単
独
世
帯
へ
転
化
し
や
す
い
状
況
に
あ

り
、
夫
婦
家
族
そ
の
も
の
が
過
渡
的
な
特
徴
を
帯
び
て
い
る
。
⑵
直

系
家
族
の
割
合
は
、
三
代
直
系
家
族
の
場
合
、
都
市
部
で
若
干
の
減

少
、
農
村
部
で
微
増
に
あ
る
。
ま
た
、
隔
代
家
族
（
祖
父
母
と
孫
世

代
か
ら
な
る
世
帯
）
の
場
合
、
農
村
部
で
は
生
産
年
齢
人
口
の
都
市

出
稼
ぎ
を
反
映
し
、
都
市
部
で
は
祖
父
母
世
代
あ
る
い
は
孫
世
代
の

寄
居
を
反
映
し
て
、
都
市
農
村
を
問
わ
ず
増
加
傾
向
に
あ
る
。
⑶
単



表２　中国の核家族周期 （歳）

ライフサイクルにおける
出来事

1982年 1990年 2000年
男 女 男 女 男 女

初婚
第一子の誕生
末子の誕生
第一子が親元を離れて生活
末子が親元を離れて生活
配偶者が死亡
本人が死亡

25.06
26.64
42.05
54.37
64.16
65.90
70.31

22.36
23.94
39.35
51.67
64.64
57.41
73.69

23.84
25.54
32.58
52.90
63.70
68.53
70.60

22.08
23.78
30.82
51.14
63.50
61.66
74.15

25.27
26.57
29.59
52.17
58.23
70.29
72.44

23.44
24.74
27.76
50.34
57.81
65.38
76.77

注：子が「親元を離れて生活」することについて、親の出稼ぎと戸籍制度な
どが相俟って生じる「留守児童」など、子にとって「受動的な別居」は、
データから除外されている。

出所：田［2011: 210］。
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独
世
帯
数
は
増
え
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
高
齢
者
単
独
世
帯
も
高
い

割
合
（
四
割
強
）
を
占
め
て
い
る
。
都
市
農
村
の
二
重
構
造
を
規
定

す
る
戸
籍
制
度
の
な
か
、
都
市
へ
の
出
稼
ぎ
に
よ
っ
て
村
に
残
さ
れ

た
一
四
歳
以
下
の
「
留
守
児
童
」
が
“
戸
主
”
と
な
っ
た
単
独
世
帯

の
存
在
も
目
を
引
く
。
ま
た
、
出
稼
ぎ
に
よ
る
夫
婦
家
族
の
別
居
、

長
寿
化
と
配
偶
者
と
の
死
別
に
よ
る
単
独
高
齢
者
の
増
加
、
初
婚
年

齢
が
上
昇
し
つ
つ
あ
る
高
学
歴
青
年
の
増
加
な
ど
が
、
単
独
世
帯
増

加
の
背
景
に
あ
る
。
⑷
世
帯
に
お
け
る
家
族
規
模
の
縮
小
が
顕
著
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
、
平
均
世
帯
規
模
は
四
・
四
一
人
（
一
九
八
二

年
）、
三
・
九
六
人
（
一
九
九
〇
年
）、
三
・
四
四
人
（
二
〇
〇
〇
年
）

と
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
﹇
王
躍
生2008

﹈。

　

こ
れ
ら
世
帯
構
成
の
変
化
に
対
し
て
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
研
究
か

ら
の
知
見
を
重
ね
て
み
よ
う
。
田
豊
は
主
に
人
口
セ
ン
サ
ス
・
デ
ー

タ
に
基
づ
き
、
核
家
族
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
基
本
的
段
階

を
表
2
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
﹇
田2011

﹈。

　

一
般
的
に
晩
婚
化
や
晩
産
化
が
い
わ
れ
て
い
る
が
、
田
の
分
析
に

よ
れ
ば
、
初
婚
年
齢
や
子
の
誕
生
時
期
の
年
齢
が
上
昇
傾
向
に
あ
る

と
は
い
い
切
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
一
人
っ
子
政
策
の
強
い
影
響
か
ら

だ
ろ
う
か
、
女
性
の
第
一
子
出
産
と
末
子
出
産
と
の
出
産
期
間
が
一

五
・
四
一
年
（
一
九
八
二
年
）
か
ら
三
・
〇
二
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
へ

大
幅
に
短
縮
し
て
い
る
。
ま
た
、
女
性
の
末
子
出
産
年
齢
は
三
九
・

三
五
歳
（
一
九
八
二
年
）
か
ら
二
七
・
七
六
歳
（
二
〇
〇
〇
年
）
へ

と
大
幅
に
若
年
齢
化
し
て
い
る
。
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そ
こ
で
、
女
性
に
と
っ
て
の
子
の
扶
養
期
間
（
第
一
子
誕
生
か
ら

末
子
が
親
元
を
離
れ
て
生
活
す
る
ま
で
）
を
み
て
み
る
と
、
四
〇
・

七
年
（
一
九
八
二
年
）
か
ら
三
三
・
〇
七
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
と

な
っ
て
、
期
間
の
短
縮
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
方
で
、
中

国
の
合
計
特
殊
出
生
率
（
世
界
銀
行
デ
ー
タ
）
は
二
・
五
九
（
一
九

八
二
年
）
か
ら
一
・
七
四
（
二
〇
〇
〇
年
）
と
な
っ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
少
産
化
に
比
し
て
、
子
の
扶
養
期
間
は
そ
れ
ほ
ど
短
縮
し
て

お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
ひ
と
り
の
子
ど
も
に
対
す
る
扶
養
期
間
は
長
く

な
っ
て
い
る
。

　

で
は
、
老
親
扶
養
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
な
傾
向
が
見
出
せ
る
だ

ろ
う
か
。
例
え
ば
、
寡
婦
期
間
に
着
目
す
れ
ば
、
一
六
・
二
八
年

（
一
九
八
二
年
）
か
ら
一
一
・
三
九
年
（
二
〇
〇
〇
年
）
へ
と
短
縮
傾

向
に
あ
る
。
一
方
、
末
子
が
親
元
を
離
れ
て
か
ら
母
親
が
亡
く
な
る

ま
で
の
期
間
は
九
・
〇
五
年
（
一
九
八
二
年
）
か
ら
一
八
・
九
六
年

（
二
〇
〇
〇
年
）
へ
と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
、
末
子
の
別
居
は

七
年
ほ
ど
早
ま
る
一
方
で
、
老
親
の
平
均
寿
命
は
上
昇
し
つ
つ
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
数
は
減
少
し
、
別
居
（
分
家
）
の

年
齢
も
早
ま
る
な
か
で
、
老
親
扶
養
期
間
は
む
し
ろ
増
え
る
傾
向
に

あ
る
。
し
か
も
、
高
齢
者
単
独
世
帯
は
増
加
し
、
老
親
の
平
均
寿
命

は
さ
ら
に
延
び
て
い
る
。

三
　
世
帯
を
ま
た
が
っ
て
展
開
す
る
家
族

　

平
均
寿
命
は
長
く
な
っ
て
い
る
が
少
子
化
と
別
居
（
分
家
）
の
早

期
化
が
同
時
に
進
み
、
か
つ
、
世
帯
規
模
の
縮
小
の
な
か
で
世
帯
構

成
の
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
の
変
化
は
家
族
機

能
の
維
持
や
発
展
に
と
っ
て
不
都
合
な
方
向
へ
進
ん
で
い
る
か
の
よ

う
に
み
え
る
。
ま
し
て
や
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ
ス
（
中
国
ら
し
さ
）

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
世
代
家
族
に
対
し
て
、
こ
う
し
た
家
族
変
化

が
も
た
ら
す
直
接
的
な
影
響
は
大
き
い
だ
ろ
う
。
引
き
続
き
、
現
実

に
生
じ
て
い
る
家
族
変
化
に
つ
い
て
、
世
帯
に
着
目
し
な
が
ら
、
世

代
間
関
係
を
中
心
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
〉
1
〈

う
。

　

石
原
・
青
柳
・
田
渕
編
﹇2013

﹈
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら
翌
年
に

か
け
て
四
都
市
（
成
都
、
上
海
、
大
連
、
広
西
チ
ワ
ン
族
自
治
区
南

寧
）
で
実
施
し
た
標
本
抽
出
調
査
の
デ
ー
タ
を
中
心
に
、
一
九
九
八

年
の
成
都
・
上
海
調
査
デ
ー
タ
や
、
日
本
家
族
社
会
学
会
に
よ
る
標

本
抽
出
調
査
デ
ー
タ
（
二
〇
〇
三
年
版
）
も
用
い
な
が
ら
、
国
際
比

較
、
地
域
比
較
、
異
時
点
比
較
な
ど
を
通
し
て
、
世
帯
と
世
代
間
関

係
を
分
析
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
世
帯
構
成
の
変
化
つ
い
て
、
産
業
の
高
度
化
が
進
ん
だ
沿

海
部
で
は
世
帯
規
模
の
縮
小
や
単
純
化
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
他

出
・
別
居
す
る
家
族
成
員
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
都
市
部
に
比

べ
て
農
村
部
で
よ
り
一
層
拡
大
家
族
的
な
傾
向
が
強
い
こ
と
、
核
家
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族
的
形
態
の
割
合
の
維
持
、
増
大
の
一
方
で
完
全
核
家
族
の
比
率
の

低
下
、
お
よ
び
、
夫
婦
家
族
や
単
独
世
帯
の
増
加
傾
向
な
ど
が
指
摘

さ
れ
て
お
り
﹇
石
原2013 b

﹈、
先
述
の
人
口
セ
ン
サ
ス
か
ら
の
分

析
結
果
と
も
類
似
し
た
傾
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

世
帯
と
世
代
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
日
本
と
中
国
の
都
市
家
族
に

お
け
る
有
配
偶
子
と
そ
の
親
の
同
別
居
の
割
合
や
要
因
の
比
較
か

ら
、
⑴
日
中
と
も
に
有
配
偶
子
と
夫
方
親
の
同
居
は
妻
方
親
と
の
同

居
よ
り
も
二
〜
三
倍
生
じ
や
す
く
、
同
居
で
は
「
双
系
化
」
は
み
ら

れ
な
い
こ
と
、
⑵
中
国
で
は
若
い
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
る
有
配
偶

子
が
親
と
同
居
し
や
す
く
、
孫
の
世
話
を
め
ぐ
っ
て
親
か
ら
の
支
援

を
受
け
る
ニ
ー
ズ
が
存
在
す
る
と
解
釈
で
き
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
﹇
田
渕2013 a

﹈。
ま
た
、
日
中
の
都
市
家
族
の
親
子
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
⑶
中
国
の
別
居
子
は
、
夫
方
親
、
妻
方

親
の
双
方
で
、
日
本
に
比
べ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
頻
度
が
高
い

こ
と
、
⑷
中
国
で
は
、
別
居
子
の
妻
の
家
計
貢
献
度
が
高
い
ほ
ど
、

夫
方
親
、
妻
方
親
の
双
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
頻
度
が
大
き

い
こ
と
、
⑸
中
国
で
は
、
別
居
子
の
妻
と
妻
方
親
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
頻
度
が
高
い
こ
と
、
⑹
家
族
外
部
の
社
会
的
資
源
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
の
親
子
関
係
は
相
互
援
助
を
必
要
と

し
、
そ
の
た
め
に
親
子
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
緊
密
で
あ
る
こ

と
な
ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
﹇
施2013 a

﹈。
ま
た
、
上
海
と

成
都
の
異
時
点
比
較
か
ら
は
、
⑺
親
世
代
と
の
同
別
居
で
は
、
各
都

市
に
固
有
の
伝
統
の
影
響
と
、
住
宅
事
情
と
い
う
現
実
的
事
情
が
せ

め
ぎ
合
っ
て
い
る
こ
と
、
⑻
親
が
単
身
の
場
合
、
都
市
部
で
も
親
世

代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
同
居
が
選
択
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
な

ど
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
﹇
田
渕2013 b

﹈。
さ
ら
に
、
都
市
と

農
村
の
世
代
間
関
係
に
つ
い
て
は
、
⑼
将
来
の
生
計
で
、
都
市
部
は

企
業
年
金
・
退
職
金
と
貯
金
を
、
現
金
収
入
の
多
い
沿
海
部
農
村
で

は
貯
金
を
、
内
陸
部
農
村
で
は
子
ど
も
か
ら
の
経
済
的
援
助
を
頼
り

に
し
て
い
る
こ
と
、
⑽
内
陸
農
村
部
ほ
ど
、
子
ど
も
と
の
同
居
を
希

望
す
る
親
が
多
く
、
ま
た
親
へ
の
経
済
的
援
助
の
経
験
率
や
親
と
の

同
居
率
も
高
い
こ
と
、
⑾
都
市
農
村
を
問
わ
ず
親
と
の
同
居
で
は
夫

方
親
と
の
居
住
が
一
般
的
で
あ
る
こ
と
、
⑿
扶
養
金
額
は
妻
方
親
よ

り
も
夫
方
親
に
対
し
て
金
額
が
多
く
、
ま
た
、
親
の
扶
養
は
息
子
た

ち
の
役
割
と
し
て
説
明
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
、
⒀
扶
養
以
外
の

経
済
的
援
助
の
経
験
率
で
は
、
女
性
の
経
済
力
の
上
昇
を
反
映
し

て
、
夫
方
親
と
妻
方
親
へ
の
援
助
が
ほ
ぼ
同
等
に
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
﹇
施2013 b

﹈。
そ
し
て
、
⒁

老
親
へ
の
扶
養
意
識
と
介
護
意
識
の
相
関
が
高
い
一
方
で
、
扶
養
や

介
護
の
意
識
と
同
居
の
意
識
の
関
連
は
日
本
の
よ
う
に
強
く
な
い
こ

と
﹇
西
野2009 : 148

、
青
柳2013 : 218 ‒219

﹈、
⒂
こ
の
よ
う
な
同

居
規
範
と
一
体
と
な
ら
な
い
扶
養
・
介
護
意
識
は
、
今
後
、
一
人
っ

子
世
代
が
親
の
扶
養
や
介
護
を
担
う
よ
う
に
な
れ
ば
、
大
き
く
変
わ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
﹇
青
柳
・
石
原2013 : 

236

﹈。

　

以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
家
族
成
員
の
構
成
や
扶
養
で
、
世



239──現代中国家族の変化と展望

帯
を
ま
た
が
る
展
開
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
居
住
や
扶
養
の
面
で

父
系
親
族
規
範
が
強
い
も
の
の
、
そ
う
し
た
集
団
的
・
規
範
的
な
あ

り
方
と
も
共
存
す
る
か
た
ち
で
、
関
係
的
・
実
践
的
に
働
く
女
性
の

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
特
に
妻
方
親
族
へ
の
経
済
的
援
助
や
情

緒
的
援
助
に
お
い
て
活
性
化
し
て
い
る
。

　

類
似
し
た
知
見
は
、
落
合
恵
美
子
に
よ
る
江
蘇
省
無
錫
市
の
都
市

家
族
の
事
例
分
析
か
ら
も
得
ら
れ
て
い
る
。
落
合
は
、
世
帯
と
家
族

の
結
び
つ
き
を
柔
軟
に
捉
え
る
「
関
係
的
・
実
践
的
家
族
論
」
に
基

づ
き
、
家
族
員
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
同
居
／
別
居
、
女
系
／

男
系
、
親
族
／
非
親
族
な
ど
）
を
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
ど
の
場
面
で

活
用
し
て
い
る
の
か
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
⑴
調
査
ケ
ー
ス
の
七

割
余
り
の
家
族
は
、
親
世
代
と
の
同
居
・
隣
居
・
近
居
を
経
験
し
て

お
り
、
世
帯
と
い
う
明
確
な
集
団
と
し
て
で
は
な
く
、
む
し
ろ
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
⑵
住
居
構
造
の
変

化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
親
と
の
同
居
で
は
圧
倒
的
に
男
系
に
偏
っ
て

お
り
、
伝
統
的
な
パ
タ
ー
ン
が
踏
襲
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
⑶
居
住
実

践
と
対
照
的
な
傾
向
を
示
し
た
の
が
生
活
実
践
で
あ
り
、
育
児
の
実

践
場
面
で
は
女
系
の
強
さ
が
目
立
ち
、
養
老
・
介
護
の
実
践
場
面
で

は
、
現
状
は
男
系
に
や
や
偏
っ
て
い
る
も
の
の
、
今
後
は
女
系
化
が

進
行
す
る
可
能
性
や
、
親
族
以
外
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要

さ
が
増
し
て
い
く
可
能
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
﹇
落
合2008

﹈。

四
　
相
続
か
ら
み
た
中
国
家
族 

　
─
─
関
係
性
と
実
践
性
の
活
性
化
─
─

　

現
在
の
中
国
家
族
で
は
、
世
帯
間
の
協
同
や
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
が
顕
著
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
家
族
の
集
団

的
・
規
範
的
側
面
と
、
関
係
的
・
実
践
的
側
面
と
の
間
で
振
幅
が
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
中
国
家
族
の
変
化
が
顕
著
に
現
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
図
式
に
、
世
代
間
関
係
の
な
か
で
も
核
心
的

な
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
老
親
扶
養
を
当
て
は
め
て
み
る
と
、
孝
観

念
な
ど
の
家
族
規
範
と
そ
れ
に
基
づ
く
家
族
集
団
の
安
定
性
は
、
戦

略
に
基
づ
く
家
族
実
践
と
活
性
化
す
る
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
の
あ
い
だ
で
、
せ
め
ぎ
合
う
状
況
に
あ
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に

な
る
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、“
哺
育
と
反
哺
”
や
“
多
子
多
福
”、“
養
児
防
老
”
な

ど
は
、
中
国
に
お
け
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
型
の
伝
統
的
親
子
関
係
を

象
徴
す
る
言
葉
で
あ
る
。
子
を
産
み
育
て
愛
情
や
支
援
を
施
す
こ
と

に
対
し
て
、
親
は
子
に
そ
の
見
返
り
を
す
ぐ
に
求
め
る
こ
と
は
な

い
。
そ
の
意
味
で
確
か
に
利
他
的
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
は
そ
の
恩

が
子
の
老
親
扶
養
な
ど
を
通
じ
て
報
い
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
る
﹇
費1947

﹈。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
一
般
的
互
酬
性
に
基
づ
く
世
代
間
関
係
は
、

変
質
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と
主
張
す
る
調
査
研
究
は
少
な
く
な
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い
。
例
え
ば
郭
于
華
は
、
河
北
省
の
村
の
調
査
を
通
じ
て
、
老
親
扶

養
を
め
ぐ
る
世
代
間
関
係
を
非
公
式
な
形
で
一
体
的
に
纏
め
上
げ
て

い
た
宗
族
制
度
や
ロ
ー
カ
ル
・
ナ
レ
ッ
ジ
は
、
一
九
四
九
年
の
新
中

国
成
立
か
ら
今
日
に
至
る
国
家
権
力
や
そ
の
象
徴
体
系
の
農
民
生
活

へ
の
浸
透
に
よ
っ
て
、
根
本
か
ら
変
化
し
た
と
主
張
し
て
い
る
﹇
郭

2008

﹈。

　

郭
の
よ
う
に
老
親
扶
養
の
崩
壊
を
強
く
主
張
す
る
研
究
は
む
し
ろ

少
数
だ
が
、
陳
皆
明
の
よ
う
に
、
子
女
の
経
済
的
独
立
や
孝
意
識
の

弱
化
を
背
景
に
父
母
の
権
威
が
低
下
し
て
お
り
、
そ
の
一
方
で
、
そ

う
し
た
現
状
に
抗
う
よ
う
に
、
父
母
は
子
女
か
ら
の
扶
養
を
受
け
る

た
め
の
何
ら
か
の
戦
略
や
実
践
を
用
い
て
い
る
と
考
え
る
研
究
は
少

な
く
な
い
。
陳
は
、
河
北
省
保
定
市
の
都
市
家
族
へ
の
質
問
票
調
査

か
ら
、
父
母
の
子
女
に
対
す
る
投
資
と
老
親
扶
養
の
関
係
に
つ
い
て

分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
子
女
の
老
親
扶
養
（
身
の
回
り

の
世
話
、
家
事
、
金
銭
的
援
助
、
物
質
的
援
助
）
を
促
進
す
る
要
因

と
し
て
、
比
較
的
最
近
、
子
女
に
対
し
て
な
さ
れ
た
投
資
（
孫
の
世

話
、
家
事
、
経
済
的
援
助
）
が
有
意
な
効
果
を
示
し
て
い
る
こ
と
、

一
方
、
子
女
に
対
し
て
、
比
較
的
早
期
（
未
成
年
期
か
ら
結
婚
す
る

ま
で
）
に
な
さ
れ
た
教
育
や
結
婚
後
の
住
居
へ
の
投
資
、
あ
る
い
は

現
在
に
お
け
る
孫
の
世
話
、
家
事
、
経
済
的
援
助
な
ど
は
、
有
意
な

効
果
を
示
さ
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
﹇
陳
皆
明2008

﹈。

　

同
じ
く
河
北
省
の
村
落
で
世
代
間
関
係
と
老
親
扶
養
を
調
査
し
た

張
嶺
泉
も
、
老
親
が
反
哺
に
よ
っ
て
子
女
か
ら
の
扶
養
を
受
け
る
だ

け
で
な
く
、
む
し
ろ
互
助
的
な
関
係
の
な
か
で
、
未
だ
に
老
親
は
成

人
し
た
子
女
の
た
め
に
家
事
、
農
作
業
、
看
病
、
経
済
的
あ
る
い
は

物
質
的
援
助
、
孫
の
世
話
な
ど
を
続
け
て
い
る
現
状
を
紹
介
し
て
い

る
。
ま
た
、
子
女
に
よ
る
老
親
扶
養
は
、
老
親
の
性
格
や
親
子
の
感

情
に
よ
っ
て
そ
の
質
や
量
が
左
右
さ
れ
る
側
面
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
﹇
張
嶺
泉2012

﹈。

　

宋
璐
と
李
樹
茁
は
、
安
徽
省
巣
湖
市
農
村
で
六
〇
歳
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
に
実
施
し
た
質
問
票
調
査
か
ら
、
老
親
扶
養
に
か
か
わ
る

性
別
分
業
を
老
親
と
子
女
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
考
察
し
た
。
す

な
わ
ち
、
⑴
経
済
面
な
ど
で
劣
勢
に
あ
る
老
母
は
子
女
か
ら
の
扶
養

を
得
る
た
め
に
孫
の
面
倒
を
よ
く
み
る
。
⑵
子
女
の
出
稼
ぎ
は
老
親

へ
の
経
済
的
資
源
の
増
加
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
の
一
方
で
隔
代
家

族
の
増
加
は
老
母
の
孫
の
世
話
で
の
負
担
を
重
く
し
、
子
女
か
ら
の

経
済
的
援
助
と
比
べ
て
割
に
合
わ
な
い
ほ
ど
の
自
己
犠
牲
を
強
い
て

い
る
。
⑶
老
親
扶
養
の
主
要
な
担
い
手
は
息
子
で
あ
る
べ
き
と
い
う

規
範
と
と
も
に
、
実
際
の
経
済
的
援
助
や
生
活
の
面
倒
な
ど
で
も
息

子
の
果
た
し
て
い
る
役
割
が
大
き
い
。
そ
の
た
め
老
親
も
息
子
へ
の

援
助
を
規
範
的
か
つ
戦
略
的
に
熱
心
に
お
こ
な
う
。
こ
の
意
味
で
、

親
と
息
子
の
関
係
は
、
一
般
的
な
互
酬
性
に
あ
る
。
一
方
、
孫
の
世

話
な
ど
で
親
が
尽
く
し
て
く
れ
た
場
合
、
娘
は
老
親
に
対
す
る
経
済

的
援
助
や
生
活
の
世
話
を
よ
り
活
発
に
お
こ
な
う
傾
向
に
あ
る
。
こ

の
意
味
で
、
親
と
娘
の
関
係
は
、
均
衡
的
な
互
酬
性
に
あ
る
。
⑷
子

女
の
出
稼
ぎ
は
、
息
子
が
経
済
的
援
助
と
生
活
の
面
倒
、
娘
が
情
緒
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的
援
助
と
い
う
従
来
の
老
親
扶
養
に
お
け
る
性
別
分
業
を
弱
化
さ
せ

両
性
の
役
割
の
差
異
を
縮
小
し
て
い
る
﹇
宋
・
李2011

﹈。

　

相
続
は
、
老
親
扶
養
と
密
接
な
関
係
を
も
つ
家
族
制
度
で
あ
る
。

老
親
扶
養
を
通
じ
て
見
ら
れ
る
世
代
家
族
の
規
範
的
・
集
団
的
側
面

の
揺
ら
ぎ
と
、
世
代
家
族
か
ら
夫
婦
家
族
、
完
全
核
家
族
、
あ
る
い

は
「
空
巣
家
族
」（
高
齢
者
の
み
の
世
帯
）
な
ど
へ
と
向
か
う
な
か

で
の
家
族
の
実
践
的
・
関
係
的
側
面
の
活
性
化
は
、
家
族
制
度
の
な

か
で
も
特
に
強
い
規
範
性
を
も
ち
、
こ
の
こ
と
で
家
族
集
団
を
維
持

し
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
相
続
制
度
に
お
い
て
も
確
認
で
き
る
。

　

閻
雲
翔
は
、
改
革
開
放
以
降
の
分
家
慣
行
の
変
化
を
論
じ
た
先
行

研
究
を
ま
と
め
て
三
つ
の
論
点
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
一
に
、
分
家

時
期
の
早
期
化
傾
向
に
つ
い
て
で
あ
り
、
結
婚
後
の
父
方
同
居
の
短

期
化
を
と
も
な
う
変
化
で
あ
る
。
第
二
に
、
兄
弟
間
の
均
分
財
産
相

続
が
Ｍ
・
コ
ー
エ
ン
の
い
う
よ
う
な
「
系
列
分
家
」（serial division

）

﹇C
ohen 1976 , 1992

﹈
に
取
っ
て
代
わ
る
傾
向
に
つ
い
て
で
あ
る
。

一
家
の
息
子
た
ち
は
結
婚
す
る
と
自
分
の
分
け
前
と
し
て
認
め
ら
れ

た
家
産
の
一
部
を
順
次
獲
得
し
て
い
く
の
で
、
財
産
分
割
が
数
次
に

わ
た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
様
相
を
呈
す
る
。
第
三
に
、
分
家
後
に
世

帯
家
族
間
の
協
同
が
高
ま
り
、
各
世
帯
の
相
続
し
た
財
産
の
境
界
が

曖
昧
な
傾
向
を
示
す
「
聚
合
家
族
」（aggregate fam

ily

）﹇C
roll 

1987

﹈
や
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
家
族
」（networked fam

ily

）﹇
曾
・

李
・
梁1992

﹈
な
ど
と
呼
ば
れ
る
現
象
に
つ
い
て
で
あ
る
。

　

閻
は
こ
れ
ら
分
家
慣
行
に
生
じ
た
変
化
に
つ
い
て
、
右
の
三
論
点

の
相
互
の
関
係
に
着
眼
し
て
、
黒
龍
江
省
下
岬
村
の
継
続
的
な
調
査

か
ら
以
下
の
知
見
を
提
示
し
て
い
る
。
⑴
息
子
夫
婦
の
子
の
誕
生
前

の
別
居
な
ど
分
家
時
期
の
一
層
の
早
期
化
は
、
夫
婦
家
族
と
「
空
巣

家
族
」
の
増
加
を
生
み
出
し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
直
系
家
族
で

生
じ
が
ち
な
家
族
関
係
に
お
け
る
矛
盾
や
紛
争
を
解
決
す
る
た
め

に
、
村
民
に
よ
っ
て
主
体
的
に
採
ら
れ
た
実
践
的
側
面
が
強
い
。
⑵

息
子
が
系
列
分
家
の
な
か
で
得
る
家
産
は
「
口
糧
田
」（
自
家
用
食

糧
生
産
農
地
）
や
衣
類
、
家
具
、
家
屋
な
ど
で
あ
る
。
一
方
、
新
し

い
世
帯
を
築
く
上
で
、
妻
の
持
参
財
（
出
稼
ぎ
に
よ
る
収
入
や
嫁
ぎ

先
か
ら
の
結
納
金
を
含
む
）
が
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。
⑶
系
列
分

家
が
十
分
に
生
産
基
盤
を
持
た
な
い
新
世
帯
を
生
み
出
す
な
か
で
、

親
子
や
兄
弟
な
ど
の
父
系
親
族
だ
け
で
な
く
、
母
方
、
妻
方
、
姉
妹

方
の
姻
戚
と
の
協
同
を
通
じ
て
生
産
基
盤
の
確
保
と
発
展
が
図
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
村
内
婚
に
よ
る
親
戚
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
重
層
的
な
蓄
積
や
、
男
性
出
稼
ぎ
に
よ
る
女
性
の
村
内
で
の
生

産
・
再
生
産
領
域
で
の
役
割
の
増
大
な
ど
が
あ
る
﹇
閻2008

﹈。

　

以
上
の
よ
う
に
、
相
続
を
め
ぐ
っ
て
も
、
家
族
の
関
係
的
・
実
践

的
側
面
の
活
性
化
は
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
大
き
な
変
化
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
分
家
の
機
能
的
側
面
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
分
裂

を
通
じ
て
統
合
が
図
ら
れ
る
と
い
う
両
義
的
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
表

出
し
た
も
の
で
あ
り
、
単
な
る
分
裂
で
は
な
い
と
主
張
す
る
研
究
も

あ
る
。
例
え
ば
麻
国
慶
は
、
家
族
関
係
の
摩
擦
減
少
や
、
家
族
成
員

の
経
済
活
動
に
お
け
る
能
力
や
積
極
性
の
抽
出
、
個
人
の
自
立
と
姻
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戚
関
係
に
含
ま
れ
る
社
会
的
資
源
の
活
用
な
ど
を
分
家
の
社
会
的
機

能
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
麻
は
、「
分
」
の
な
か
に
「
継
」
が
あ

り
、
そ
れ
が
「
合
」
へ
と
連
な
る
永
続
的
な
プ
ロ
セ
ス
を
中
国
家
族

の
個
性
と
し
て
描
出
す
る
。「
継
」
と
は
老
親
扶
養
を
担
う
人
と
祖

先
祭
祀
を
継
承
す
る
人
の
ふ
た
つ
の
「
継
」
に
象
徴
さ
れ
、「
合
」

は
系
譜
上
の
連
続
性
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
﹇
麻2008 , 2009

﹈。

　

変
化
す
る
老
親
扶
養
や
相
続
の
あ
り
方
と
、
系
譜
観
念
に
基
づ
き

永
続
す
る
家
族
と
い
う
意
識
の
共
存
は
、
中
国
家
族
の
機
能
的
側
面

（
分
家
や
老
親
扶
養
）
の
柔
軟
性
と
、
構
造
的
側
面
（
系
譜
観
念
）

の
堅
固
性
と
い
う
両
義
的
性
質
を
想
起
さ
せ
る
。「
中
国
家
族
は
大

き
く
変
化
し
て
い
る
が
、
本
当
に
変
化
し
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
、
一
見
矛
盾
す
る
が
、
し
か
し
中
国
の
現
実
を
目
の
当

た
り
に
し
て
至
極
当
然
に
湧
き
起
こ
る
問
題
意
識
が
、
研
究
者
の
あ

い
だ
で
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
中
国
家
族
の
変
化
を
機
能
と
構
造
と

の
関
連
か
ら
理
解
す
る
た
め
に
は
、
幾
分
、
観
念
論
的
に
論
じ
ら
れ

た
相
続
モ
デ
ル
（
構
造
）
も
必
要
だ
ろ
う
。
観
念
的
な
モ
デ
ル
と
実

際
の
分
家
や
老
親
扶
養
と
の
距
離
を
通
じ
て
、
家
族
の
ど
こ
が
変
化

し
て
ど
こ
が
変
化
し
て
い
な
い
の
か
、
よ
り
正
確
に
理
解
で
き
る
か

ら
で
あ
る
。

　

例
え
ば
陳
其
南
は
、
中
国
の
父
系
出
自
集
団
の
特
徴
を
理
解
す
る

に
あ
た
っ
て
、
Ｍ
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
﹇Freedm

an 1958 , 1966

﹈
な

ど
、
主
に
英
国
の
社
会
人
類
学
者
が
生
み
出
し
た
機
能
主
義
的
な
リ

ニ
ー
ジ
モ
デ
ル
か
ら
の
説
明
を
批
判
し
、
系
譜
観
念
か
ら
の
説
明
を

試
み
る
。
す
な
わ
ち
「
房
」
を
鍵
概
念
に
据
え
て
相
続
制
度
を
説
明

す
る
の
だ
が
、
房
に
関
す
る
原
則
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。
⑴
男
系
子
孫
と
そ
の
妻
が
房
と
称
し
、
未
婚
女
子
は
房
を
構
成

で
き
な
い
。
⑵
息
子
は
父
親
に
対
し
て
房
の
関
係
を
構
成
す
る
。
⑶

各
世
代
で
、
兄
弟
均
分
の
原
則
に
よ
っ
て
息
子
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
房

を
形
成
し
、
系
譜
上
、
不
断
に
分
裂
す
る
。
⑷
各
房
は
父
親
を
主
と

す
る
〈
家
族
〉
に
従
属
す
る
。
⑸
房
は
ひ
と
り
の
息
子
を
指
す
こ
と

も
、
同
一
祖
先
の
男
子
子
孫
と
そ
の
妻
た
ち
を
含
む
父
系
集
団
を
指

す
こ
と
も
で
き
る
﹇
陳
其
南1990 : 3‌4

﹈（
こ
こ
で
の
〈
家
族
〉
は

宗
族
と
同
義
で
は
な
い
が
、便
宜
上
、ほ
ぼ
同
じ
意
味
と
し
て
お
く
）。

　

陳
は
、
こ
う
し
た
中
国
人
の
系
譜
観
念
に
関
連
さ
せ
て
、
相
続
制

度
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

⑴　
「
分
房
」
と
「
分
家
」
は
異
な
る
。「
分
房
」
は
〈
家
族
〉
の
系

譜
上
の
分
化
を
い
い
、
も
と
の
〈
家
族
〉
は
依
然
と
し
て
存
在
す

る
。
一
方
、「
分
家
」
は
、
財
産
や
世
帯
な
ど
生
活
単
位
に
お
け
る

機
能
的
要
素
の
分
化
を
意
味
し
、
も
と
の
生
活
単
位
は
新
し
く
成
立

し
た
単
位
に
と
っ
て
代
わ
る
。「
宗
祧
」
観
念
（
男
子
そ
れ
ぞ
れ
が

父
子
関
係
に
よ
っ
て
独
自
の
系
統
を
形
成
し
連
続
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
す
る
義
務
観
念
、
お
よ
び
、
そ
の
遂
行
か
ら
発
生
す
る
権

利
観
念
）
に
裏
打
ち
さ
れ
た
「
分
房
」
の
法
則
は
、「
房
数
配
分
」

と
し
て
〈
家
族
〉
に
か
か
わ
る
権
利
と
義
務
を
規
定
し
、
日
常
生
活

に
お
け
る
身
分
や
相
続
分
を
決
定
す
る
。
具
体
的
に
は
、
財
産
分

割
、
族
産
が
も
た
ら
す
利
益
の
分
配
、
老
父
母
の
交
代
扶
養
、
族
産
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の
年
番
管
理
、
祭
祀
義
務
の
分
担
な
ど
に
「
分
房
」
の
法
則
が
反
映

す
る
。
系
譜
上
の
房
関
係
で
は
、
嫡
出
子
や
庶
子
に
関
す
る
身
分
上

の
区
別
は
存
在
し
な
い
﹇
陳
其
南1990 : 38 ‒43

﹈。

　

⑵　

出
生
あ
る
い
は
養
取
さ
れ
た
日
か
ら
、
息
子
は
房
の
地
位
を

も
ち
、
同
時
に
、
父
親
の
家
産
を
各
房
均
分
相
続
の
原
則
に
し
た

が
っ
て
所
有
す
る
権
利
を
有
す
る
。
財
産
の
共
有
関
係
は
、
系
譜
観

念
上
、
互
い
に
同
等
な
地
位
の
な
か
で
房
を
形
成
す
る
兄
弟
間
に
み

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
財
産
が
〈
家
族
〉
か
ら
各
房
に
移
さ
れ

る
過
程
は
、〈
家
族
〉
を
代
表
す
る
父
親
の
死
亡
時
期
と
は
関
係
が

な
い
。
父
親
は
息
子
の
構
成
す
る
房
が
有
す
る
財
産
権
を
剥
奪
で
き

な
い
し
、
各
房
均
分
相
続
と
い
う
原
則
の
変
更
も
で
き
な
い
﹇
陳
其

南1990 : 50 ‒57

﹈。

　

⑶　

女
性
は
父
親
の
〈
家
族
〉
の
財
産
を
継
承
す
る
権
利
が
な

く
、〈
家
族
〉
の
同
意
に
よ
っ
て
贈
与
さ
れ
る
持
参
財
の
み
を
得

る
。
女
性
は
、
父
親
を
祭
祀
す
る
資
格
を
も
た
ず
、
死
後
、
父
方
か

ら
祭
祀
を
受
け
る
権
利
も
な
い
。
結
婚
後
は
、
夫
の
房
か
、
夫
の
父

親
の
〈
家
族
〉
の
成
員
と
な
り
、
そ
の
男
性
子
孫
に
よ
っ
て
祭
祀
さ

れ
る
権
利
を
も
つ
。
女
性
は
未
婚
の
ま
ま
死
亡
す
る
と
祭
祀
を
受
け

る
権
利
が
な
い
の
で
、〈
家
族
〉
や
房
で
の
地
位
を
獲
得
す
る
た
め

に
、
死
亡
し
た
女
性
に
男
性
（
生
存
か
死
亡
か
は
問
わ
な
い
）
が
斡

旋
さ
れ
婚
姻
（
冥
婚
）
が
執
り
お
こ
な
わ
れ
た
り
す
る
﹇
陳
其
南

1990 : 64 ‒66

﹈。

　

⑷　

宗
祧
を
受
け
継
ぐ
息
子
が
な
く
、
娘
が
い
る
場
合
に
は
、
娘

婿
を
迎
え
入
れ
る
招
贅
婚
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
招
贅
婚
は
、
妻
方
居

住
婚
で
は
な
く
、
系
譜
上
の
宗
祧
操
作
に
よ
る
婚
姻
制
度
で
あ
る
。

婿
入
り
し
た
男
子
と
そ
の
妻
お
よ
び
婿
方
の
宗
祧
を
継
承
し
た
息
子

は
、
妻
の
父
親
の
〈
家
族
〉
や
房
の
成
員
に
な
る
こ
と
は
な
く
、
婿

の
〈
家
族
〉
あ
る
い
は
房
の
成
員
と
な
る
。
ま
た
、
婿
方
の
宗
祧
を

継
承
し
た
息
子
は
、
婿
方
の
〈
家
族
〉
が
有
す
る
財
産
に
つ
い
て
房

数
配
分
を
受
け
る
権
利
を
も
つ
。
招
贅
婚
で
は
、
婿
の
息
子
の
う
ち

必
ず
ひ
と
り
に
妻
方
の
宗
祧
を
継
承
さ
せ
、
妻
方
の
〈
家
族
〉
あ
る

い
は
房
の
成
員
と
す
る
。
こ
の
息
子
は
、
妻
方
の
財
産
を
相
続
す
る

権
利
を
も
つ
が
、
婿
方
の
財
産
相
続
に
は
参
与
し
な
い
﹇
陳
其
南

1990 : 64 ‒75

﹈。

　

⑸　

子
ど
も
の
な
い
夫
婦
や
未
婚
の
男
子
が
宗
祧
を
継
承
し
よ
う

と
す
る
際
に
は
、
異
姓
か
ら
「
螟
蛉
子
」
を
養
取
す
る
か
、
同
宗
の

男
子
か
ら
「
過
房
子
」
を
養
取
す
る
。「
螟
蛉
子
」
で
は
、
被
養
取

者
は
宗
祧
お
よ
び
〈
家
族
〉
の
関
係
が
変
わ
る
の
で
、
ま
さ
に

adoption

で
あ
る
。「
過
房
子
」
で
は
、
系
譜
上
の
房
を
変
え
る
だ

け
で
、〈
家
族
〉
の
関
係
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
。「
過
房
子
」
は
戸

籍
の
上
に
は
現
れ
な
い
が
、
一
方
、
宗
祧
関
係
を
記
録
す
る
族
譜
で

は
記
載
さ
れ
る
。
族
譜
は
系
譜
関
係
の
記
録
で
あ
り
、
本
来
の
父
子

関
係
は
粗
略
に
さ
れ
る
。
被
養
取
者
が
ひ
と
り
息
子
の
場
合
に
は
、

実
父
と
養
親
の
両
方
の
房
を
継
承
す
る
「
兼
祧
」
も
み
ら
れ
る
﹇
陳

其
南1990 : 75 ‒79

﹈。
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五
　
中
国
家
族
の
課
題
と
展
望

　

以
上
、
世
帯
と
相
続
か
ら
世
代
間
関
係
を
分
析
し
、
中
国
家
族
の

変
化
を
み
て
き
た
。
社
会
の
流
動
性
が
高
ま
る
な
か
で
、
家
族
の
関

係
性
と
実
践
性
が
活
性
化
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
試
み

ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
姿
か
ら
は
、
中
国
家
族
に
内
在
す
る
ダ
イ

ナ
ミ
ズ
ム
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
当
然
、
こ

の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
問
題
も
存
在
す
る
。

　

家
族
問
題
の
な
か
で
も
こ
こ
で
取
り
あ
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
農

民
の
都
市
出
稼
ぎ
が
も
た
ら
し
た
家
族
問
題
で
あ
る
。
国
家
統
計
局

に
よ
れ
ば
農
民
出
稼
ぎ
労
働
者
は
一
万
一
三
九
〇
万
人
（
二
〇
〇
三

年
）
に
の
ぼ
り
、
そ
の
後
も
勢
い
は
衰
え
て
い
な
い
。
新
華
社
に
よ

れ
ば
、
二
〇
一
二
年
に
は
前
年
比
九
八
三
万
人
増
の
二
億
六
三
〇
〇

万
人
に
達
し
、
そ
の
う
ち
、
年
に
半
年
以
上
都
市
で
働
く
「
外
出
農

民
工
」
は
一
億
六
三
〇
〇
万
人
、
前
年
比
四
七
三
万
人
の
増
加
と
さ

れ
る
。
こ
の
な
か
で
「
留
守
児
童
」（
両
親
あ
る
い
は
片
親
が
出
稼

ぎ
で
他
出
し
、
家
に
残
さ
れ
て
留
守
を
預
か
る
子
ど
も
）
も
増
加
し

て
い
る
。

　

農
民
出
稼
ぎ
に
関
連
し
て
農
村
家
族
で
生
じ
て
い
る
諸
現
象
に
つ

い
て
、
主
に
張
玉
林
﹇2008

﹈
か
ら
列
挙
し
て
み
よ
う
。
⑴
農
村
の

離
婚
数
が
増
加
し
、
離
婚
率
も
都
市
に
相
当
す
る
水
準
に
達
し
て
い

る
が
、
離
婚
者
の
う
ち
、
一
方
あ
る
い
は
双
方
が
出
稼
ぎ
を
経
験
し

た
割
合
が
少
な
く
と
も
六
割
を
占
め
、
地
域
に
よ
っ
て
は
九
割
以
上

を
占
め
る
。
⑵
離
婚
訴
訟
の
原
告
の
半
数
以
上
、
地
域
に
よ
っ
て
は

九
割
以
上
が
女
性
の
出
稼
ぎ
経
験
者
で
あ
る
。
⑶
農
村
の
離
婚
案
件

で
は
一
組
の
夫
婦
に
平
均
し
て
二
人
の
子
ど
も
が
か
か
わ
っ
て
い

る
。
二
〇
〇
四
年
の
農
民
離
婚
件
数
は
一
〇
〇
万
組
近
く
と
推
計
さ

れ
る
の
で
、
年
間
約
二
〇
〇
万
人
の
離
婚
し
た
親
を
も
つ
子
ど
も
が

生
み
出
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
離
婚
を
進
め
る
上
で
、
子
ど
も
の

扶
養
の
分
担
や
財
産
の
分
割
で
紛
争
が
生
じ
る
場
合
も
少
な
く
な

く
、
ま
た
学
齢
児
童
の
心
身
の
発
達
や
修
学
面
な
ど
で
問
題
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
⑷
留
守
児
童
が
増
加
し
て
い
る
。
全
国
婦
女
連
合
会

「
全
国
農
村
部
留
守
児
童
、
都
市
部
流
動
児
童
の
状
況
に
関
す
る
研

究
報
告
」（
二
〇
一
三
年
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
〇
年
現
在
、
一
七

歳
以
下
の
農
村
部
の
留
守
児
童
と
都
市
部
の
「
流
動
児
童
」（
出
稼

ぎ
農
民
の
子
ど
も
）
は
合
わ
せ
て
九
六
八
三
万
人
に
達
し
た
。
そ
の

う
ち
留
守
児
童
は
六
一
〇
〇
万
人
を
超
え
、
流
動
児
童
は
三
六
〇
〇

万
人
近
く
を
数
え
る
。
⑸
段
成
栄
と
周
福
林
﹇2005

﹈
は
二
〇
〇
〇

年
の
人
口
セ
ン
サ
ス
に
基
づ
き
、
当
時
一
四
歳
以
下
の
留
守
児
童
に

つ
い
て
、
片
親
と
の
生
活
が
四
三
・
八
％
、
そ
の
う
ち
父
親
と
の
生

活
が
一
〇
・
五
％
、
両
親
と
も
に
不
在
で
祖
父
母
あ
る
い
は
親
戚
と

生
活
が
五
一
・
七
％
、
ひ
と
り
暮
ら
し
四
・
四
％
と
説
明
し
て
い
る
。

な
か
で
も
、
両
親
不
在
の
場
合
、
祖
父
母
と
生
活
す
る
子
ど
も
は
八

割
前
後
を
占
め
、
隔
代
家
族
を
構
成
し
て
い
る
。
⑹
隔
代
家
族
の
な

か
で
留
守
児
童
は
心
身
の
健
康
、
修
学
、
行
為
習
慣
な
ど
で
問
題
が
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生
じ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
留
守
児
童
と
親
と
の
接
触
頻
度
が
低
い

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
に
は
深
刻
な
「
情
感
飢
渇
」
や
「
生
存
障

害
」
な
ど
が
生
じ
て
い
る
。
例
え
ば
、
四
川
省
眉
山
政
府
婦
児
工
委

弁
公
室
の
調
べ
で
は
、
眉
川
の
六
〇
〇
〇
人
の
留
守
児
童
の
う
ち
、

省
外
出
稼
ぎ
の
父
母
で
年
一
回
帰
省
が
五
〇
・
七
％
、
二
年
に
一
回

帰
省
が
一
七
・
五
％
、
三
年
以
上
帰
省
な
し
が
一
二
・
七
％
を
占
め

た
。
ま
た
、
広
西
婦
女
連
合
会
宣
伝
部
の
南
寧
農
村
六
〇
〇
人
を
対

象
と
し
た
標
本
調
査
で
は
、
電
話
で
の
会
話
が
「
と
き
ど
き
」
あ
る

い
は
「
ご
く
た
ま
に
」
し
か
な
い
子
ど
も
が
七
割
を
占
め
、
父
母
が

ど
こ
に
行
っ
た
の
か
さ
え
も
知
ら
な
い
子
ど
も
が
四
割
を
占
め
て
い

る
。
⑺
老
親
た
ち
の
留
守
児
童
に
対
す
る
家
事
・
育
児
な
ど
ケ
ア
労

働
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
農
業
な
ど
生
産
労
働
で
も

負
担
の
長
期
化
が
生
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、「
空
巣
家
族
」
の
増
加

に
よ
っ
て
、
老
親
た
ち
に
対
す
る
扶
養
や
介
護
の
問
題
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
家
族
か
ら
の
情
緒
的
援
助
を
失
う
な
ど
孤
独
感
も
強
ま

り
、
老
人
の
孤
独
死
も
生
じ
て
い
る
﹇
張
玉
林2008

﹈。

　

い
わ
ゆ
る
「
生
産
年
齢
人
口
」
が
遠
方
の
都
市
に
長
期
に
わ
た
っ

て
出
て
し
ま
い
、子
ど
も
や
老
人
な
ど
い
わ
ゆ
る
「
従
属
年
齢
人
口
」

だ
け
が
取
り
残
さ
れ
た
地
域
で
は
、
家
族
の
関
係
性
や
実
践
性
に
お

い
て
制
約
や
限
界
が
存
在
す
る
。
ま
た
、
地
域
社
会
（
家
族
を
取
り

巻
く
社
会
関
係
）
の
機
能
不
全
や
消
失
も
生
じ
て
い
る
。
家
族
に
内

在
す
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
う
ま
く
働
い
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
、
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
バ
ラ
ン
ス
が
失
調
し
て
家
族
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て

い
る
事
態
な
ど
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
家
族
・
親
族
を
越
え

た
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
支
援
が
必
要
な
こ
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
困

難
が
私
的
な
問
題
と
し
て
家
族
集
団
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
し

ま
う
状
況
を
改
善
し
、
そ
の
困
難
を
家
族
の
外
に
開
い
て
社
会
的
に

対
応
し
て
い
く
こ
と
な
ど
が
必
要
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　

政
府
に
よ
る
福
祉
政
策
の
充
実
や
、
市
民
活
動
を
通
じ
た
都
市
農

村
の
有
機
的
な
連
携
な
ど
は
、
今
後
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
う

し
た
知
見
や
方
法
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
家
族
、
地
域
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
政
府
、
学
校
、
企
業
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
留
守
児
童
へ
の
全

体
的
な
対
策
に
つ
い
て
は
王
秋
香
﹇2008

﹈、
叶
敬
忠
・
楊
照

﹇2008

﹈
な
ど
、
社
会
保
障
か
ら
の
農
民
工
問
題
へ
の
対
応
で
は
鄭

功
成
・
黄
黎
若
蓮
編
﹇2007

﹈
な
ど
、
留
守
児
童
の
教
育
面
で
の
対

策
で
は
周
林
・
青
永
紅
編
著
﹇2007

﹈
な
ど
、
農
民
の
社
会
流
動
と

関
連
し
た
農
村
教
育
の
対
策
で
は
王
一
濤
﹇2008

﹈
な
ど
、
流
動
児

童
へ
の
政
府
、
民
間
か
ら
の
全
体
的
な
対
策
や
そ
の
国
際
比
較
で
は

鞠
青
編
﹇2008

﹈
な
ど
、
そ
の
研
究
蓄
積
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
そ

れ
ゆ
え
本
稿
で
は
、
む
し
ろ
こ
れ
ま
で
に
検
討
し
て
き
た
家
族
変
化

の
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
で
今
後
の
展
望
を
考

え
て
み
た
い
。
こ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
知
見
は
、
家
族
問
題
へ
の
対
策

や
実
践
に
お
け
る
基
礎
知
識
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
に
、
現
代
中
国
家
族
の
特
徴
と
し
て
、
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
を
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
直

接
的
に
は
以
下
の
よ
う
な
対
策
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
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農
村
の
家
族
で
は
、
収
入
源
の
「
親
子
一
体
」
型
か
ら
婦
女
の
収
入

増
加
に
と
も
な
う
「
夫
婦
一
体
」
型
へ
の
転
換
が
進
み
、
ま
た
、
計

画
経
済
時
代
に
生
産
年
齢
の
ほ
と
ん
ど
を
過
ご
し
た
老
親
た
ち
は
、

息
子
の
結
婚
の
た
め
に
わ
ず
か
な
蓄
え
も
ほ
と
ん
ど
使
い
果
た
し
て

し
ま
っ
た
。
現
在
、
老
親
の
経
済
面
で
の
脆
弱
性
は
子
女
に
よ
る
老

親
扶
養
の
質
量
に
も
影
響
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
老
後
の
自
立
意

識
を
高
め
て
い
く
な
か
で
、
結
婚
に
関
す
る
慣
習
を
改
め
て
親
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
し
、
老
後
に
備
え
さ
せ
る
働
き
か
け
が
必
要
で
あ

る
。
ま
た
、
婚
出
し
た
娘
の
老
親
扶
養
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
る
が
、

法
律
上
の
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
家
産
相
続
は
必
ず
し
も
子
女
平

等
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
人
っ
子
政
策
下
で
娘
ひ
と
り
家
庭
も
増

え
て
お
り
、
老
母
と
娘
の
女
性
の
み
世
帯
は
さ
ら
に
増
え
て
い
く
だ

ろ
う
。
今
後
は
、
老
親
扶
養
の
双
系
化
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
物
質

的
基
盤
を
整
え
る
た
め
に
も
、
娘
を
排
除
し
た
相
続
慣
行
を
改
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、「
招
贅
婚
」（
女
方
か
ら
み
た
表
現
）

や
「
入
贅
婚
」（
男
方
か
ら
み
た
表
現
）
と
い
っ
た
婿
入
り
婚
を
蔑

視
す
る
意
識
も
改
め
る
必
要
が
あ
る
﹇
王
・
伍2011

﹈。

　

第
二
に
、
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
に
つ
い
て

は
、
理
論
的
な
整
理
を
通
じ
て
そ
の
潜
在
的
な
可
能
性
を
引
き
出

し
、
得
ら
れ
た
知
見
を
実
践
面
で
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
だ

ろ
う
。

　

こ
れ
ま
で
の
中
国
家
族
研
究
で
は
、
父
系
出
自
集
団
（patrilineal 

descent group

）
と
関
連
し
た
家
族
理
解
が
、
自
己
中
心
の
親
戚
関

係
（kindred

）
に
注
視
し
た
家
族
理
解
よ
り
も
遥
か
に
優
勢
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
改
革
開
放
後
の
日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
自
己
を
中

心
と
し
た
親
戚
関
係
が
、
特
定
の
父
系
祖
先
に
帰
属
す
る
と
い
う
系

譜
関
係
と
同
様
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以
上
に
重
要
な
働
き
を

す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
、
双
系
化
と
し
て
捉
え
る

研
究
も
少
な
く
な
い
。

　

双
系
制
（bilateral kinship system

）
と
は
、「
親
族
集
団
が
形
成

さ
れ
る
際
の
基
本
原
理
」
が
、
父
系
（
男
系
）
あ
る
い
は
母
系
（
女

系
）
の
い
ず
れ
か
一
方
に
の
み
限
定
さ
れ
な
い
「
非
単
系
の
原
理
」

に
基
づ
く
。
菊
池
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
非
単
系
の
原
理
は
、
関

係
設
定
が
い
ず
れ
か
一
方
の
系
統
に
偏
ら
な
い
と
い
う
共
通
の
原
則

を
も
つ
も
の
の
、
実
際
に
は
、
い
く
つ
か
の
型
に
分
類
で
き
る
」

﹇
菊
池1996 : 533

﹈。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
の
中
国
家
族
の
変
化
で
生

じ
て
い
る
双
系
化
と
は
、
基
本
的
に
い
か
な
る
「
非
単
系
の
原
理
」

に
基
づ
く
型
と
し
て
認
識
で
き
る
の
か
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
在
の
中
国
家
族
の
変
化
に
み
る
双
系
化
は
以
下
の
特
徴
を
も

つ
。
⑴
「
母
系
制
の
社
会
で
は
、
祖
母
、
母
、
娘
と
い
う
よ
う
に
、

代
々
女
性
の
血
縁
関
係
な
い
し
系
譜
（
出
自
）
に
も
と
づ
い
て
親
族

集
団
を
編
成
し
、
財
産
や
地
位
の
相
続
や
継
承
の
方
法
を
決
定
す

る
」﹇
須
藤1996 : 754

﹈。
す
な
わ
ち
、
少
な
く
と
も
中
国
の
漢
族

社
会
で
は
、
そ
も
そ
も
「
非
母
系
」
と
し
て
明
瞭
に
否
定
で
き
る
よ

う
な
母
系
の
単
系
原
理
を
も
た
な
い
。
⑵
非
父
系
と
い
う
場
合
、
確

か
に
、
父
系
親
族
集
団
の
組
織
化
は
、
都
市
を
中
心
と
し
た
あ
る
地
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域
や
、
都
市
農
村
に
か
か
わ
ら
ず
日
常
生
活
の
あ
る
場
面
に
お
い

て
、
そ
の
重
要
性
を
後
退
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
、
家
族
の
成
員
、

財
産
相
続
権
、
地
位
継
承
権
に
お
い
て
、
父
系
親
族
原
理
の
影
響
力

の
減
退
も
指
摘
で
き
る
。
た
だ
し
、
こ
う
し
た
非
父
系
化
は
、
社
会

の
移
動
性
の
高
ま
り
と
と
も
に
日
常
生
活
の
実
践
の
な
か
で
生
じ
た

機
能
的
変
化
で
状
況
主
義
的
な
側
面
が
強
く
、
一
方
、
父
系
制
を
原

理
的
に
否
定
し
家
族
制
度
の
根
本
を
揺
る
が
す
よ
う
な
構
造
的
変
化

に
連
な
っ
て
い
く
の
か
は
予
断
を
許
さ
な
い
。
⑶
い
ず
れ
に
せ
よ
、

父
系
や
母
系
ど
ち
ら
か
一
方
に
限
定
さ
れ
た
意
識
や
実
践
で
は
な
い

方
向
に
中
国
家
族
が
進
ん
で
い
る
趨
勢
に
お
い
て
、
親
戚
関
係
を
紡

ぎ
出
す
中
心
に
あ
る
自
己
と
、
双
系
化
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

自
己
と
が
重
な
り
合
う
傾
向
に
あ
る
。
⑷
そ
う
し
た
傾
向
は
、
む
し

ろ
「
双
系
家
族
」（bilateral fam

ily

）
と
し
て
の
性
格
が
前
面
に
出

る
現
象
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、「
子
ど
も
は
両
親

の
そ
れ
ぞ
れ
と
同
質
の
結
び
つ
き
を
通
じ
て
等
し
く
関
係
」
す
る
と

と
も
に
、
家
族
内
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
の
な
か
で
も
、「
子
の
立

場
の
自
己
（
エ
ゴ
）
か
ら
見
た
親
族
関
係
に
よ
っ
て
」
特
徴
づ
け
ら

れ
る
家
族
で
あ
る
﹇
小
川1996

﹈。

　

第
三
に
、
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
マ
ク
ロ
な
視
点
で
み
れ
ば
、
親
密
圏
の
原
理
を
活
か
す
な
か

で
市
民
社
会
を
再
編
し
、
親
密
圏
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
た
家
族
を
外
に

向
け
て
開
い
て
い
く
原
動
力
と
し
て
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
花
田

達
朗
﹇1993

﹈
や
齋
藤
純
一
﹇2000

﹈
の
議
論
を
手
掛
か
り
に
、
市

民
社
会
を
図
式
的
に
整
理
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ

ち
、
市
民
社
会
と
は
「
公
共
的
空
間
」（
不
特
定
多
数
の
人
び
と
に

よ
る
特
定
の
場
所
や
課
題
を
超
え
た
言
説
空
間
で
あ
る
。
同
時
に
こ

の
空
間
は
、
特
定
の
人
々
に
よ
る
特
定
の
場
所
や
課
題
を
も
っ
た
言

説
空
間
と
し
て
の
「
公
共
圏
」
を
無
数
に
内
包
す
る
）
と
「
私
的
領

域
」（
親
密
圏
と
市
場
経
済
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
広
義

の
市
民
社
会
と
し
て
の
「
私
人
の
領
域
」
に
対
比
さ
れ
る
の
は
、

「
公
権
力
の
領
域
」（
国
家
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
親
密
圏
と
は
、
齋

藤
に
倣
っ
て
、「
人
称
性
や
身
体
性
を
備
え
た
具
体
的
な
他
者
の
生

や
生
命
に
対
す
る
配
慮
が
一
義
的
な
意
味
を
占
め
る
空
間
」﹇
齋
藤

2000 : 89 ‒100

﹈
と
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
日
本
の
市
民
活
動
を
例
に
あ
げ
て
、
親
密
圏
の
原
理
を
活

か
す
な
か
で
の
市
民
社
会
再
編
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
よ
う
。
李
妍
焱

に
よ
れ
ば
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
の
担
い
手

と
し
て
、
そ
れ
ま
で
家
族
の
な
か
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
た
「
主

婦
」
た
ち
の
参
加
が
顕
著
に
な
り
、「
私
た
ち
の
た
め
」
に
、
多
様

な
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が
盛
ん
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
の
活
動
内
容
と
し
て
は
、
子
育
て
、
自
主
保
育
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、

高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
、
精
神
保
健
な
ど
の
地
域
福
祉
で
あ

り
、
ど
れ
も
家
族
の
あ
り
方
に
密
接
に
関
連
す
る
も
の
で
あ
っ
た

﹇
李2002 : 66 ‒125

﹈。
女
性
に
よ
る
親
密
圏
の
原
理
を
尊
重
し
た
市

民
活
動
は
、
親
密
圏
に
閉
ざ
さ
れ
た
家
族
を
公
共
的
空
間
や
市
場
経

済
に
開
い
て
い
く
原
動
力
と
な
り
、
そ
の
後
の
政
府
に
よ
る
福
祉
政
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策
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
中
国
に
お
い

て
、
女
性
が
主
体
と
な
っ
た
市
民
活
動
の
変
遷
を
概
観
す
れ
ば
、
特

に
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
高
齢
女
性
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
、
出
稼
ぎ
未

成
年
女
性
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
、
身
寄
り
の
な
い
児
童
な
ど
、
や
は
り
家

族
の
あ
り
方
に
か
か
わ
り
、
か
つ
社
会
的
に
弱
者
の
立
場
に
置
か
れ

た
人
び
と
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
が
、
よ
り
一
層
活
発
化
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
﹇
沈2010

﹈。

　

以
上
の
よ
う
に
、
中
国
の
家
族
は
激
し
い
社
会
の
変
化
に
晒
さ
れ

て
、
深
刻
な
家
族
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
女
性
の
社
会

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
活
性
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
〉
2
〈
は
、
双
系
化
の
な

か
で
家
族
・
親
族
の
も
つ
資
源
を
よ
り
多
く
取
り
込
み
、
個
人
が
家

族
の
一
員
と
し
て
そ
の
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い
る
側

面
も
見
出
せ
る
。
ま
た
、
親
密
圏
に
閉
ざ
さ
れ
た
家
族
を
外
部
に
開

き
、
地
域
社
会
や
市
民
社
会
そ
の
も
の
を
再
編
し
て
い
く
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
。
政
府
に
よ
る
福
祉
政
策
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援

な
ど
も
、
こ
う
し
た
女
性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
に
潜

む
意
味
や
意
義
を
見
誤
っ
て
は
な
ら
な
い
。
変
化
や
困
難
の
な
か
に

こ
そ
好
機
は
潜
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
社
会
の
展
望
を
描
く
上
で
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
視
点
で
あ
り
心
意
気
で
あ
ろ
う
。

注〈
1
〉 

実
は
、
こ
の
世
帯
の
概
念
に
は
、
家
族
研
究
に
お
け
る
根
本
問

題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
例
え
ば
石
原
邦
雄
は
、
家
族
を
近
親
者
の

生
活
共
同
集
団
と
す
る
見
方
は
広
く
共
有
さ
れ
て
き
た
が
、
住
居
の

共
同
を
家
族
の
要
件
と
す
る
か
否
か
は
研
究
者
の
間
で
も
見
解
が
分

か
れ
る
こ
と
、
日
本
で
は
行
政
に
よ
る
把
握
の
必
要
と
操
作
の
容
易

さ
か
ら
世
帯
概
念
が
普
及
し
、
住
居
と
生
計
を
と
も
に
す
る
集
団
と

し
て
の
世
帯
を
、
ほ
ぼ
家
族
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
使
用
す
る
場

合
が
多
い
こ
と
、
し
か
し
、
現
在
の
中
国
の
よ
う
に
社
会
的
流
動
性

が
高
ま
る
社
会
で
は
、
小
家
族
化
の
進
行
と
と
も
に
、
家
族
生
活
は

必
ず
し
も
同
居
親
族
だ
け
に
止
ま
ら
ず
、
例
え
ば
「
本
拠
世
帯
」
を

離
れ
て
生
活
す
る
成
員
も
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
普
及
し
て
い
る
こ

と
、
こ
の
よ
う
な
他
出
・
別
居
成
員
は
確
か
に
全
体
の
家
族
構
成
の

な
か
で
比
率
が
小
さ
く
周
辺
部
分
に
過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、

個
々
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
の
経
験
率
で
は
重
要
度
が
増
す
可
能
性
も

あ
り
、
そ
も
そ
も
他
出
・
別
居
成
員
を
生
活
共
同
の
範
囲
内
に
あ
る

と
認
識
し
て
家
族
成
員
に
含
め
よ
う
と
す
る
生
活
実
感
は
、
家
族
と

世
帯
の
ズ
レ
を
浮
き
彫
り
に
し
、
中
国
家
族
の
構
造
や
世
帯
の
意
味

を
問
い
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
﹇
石
原

2013 a

﹈。

 

　

一
般
的
に
、
共
住
の
単
位
で
あ
る
世
帯
を
重
視
す
る
「
世
帯
構
造

論
」
で
は
、
世
帯
と
家
族
を
ほ
ぼ
同
一
視
す
る
な
か
で
、
家
族
構
成

や
家
族
機
能
な
ど
を
集
団
論
的
に
捉
え
る
傾
向
に
あ
る
。
ま
た
、
当

該
社
会
の
家
族
規
範
が
家
族
成
員
に
内
面
化
さ
れ
て
家
族
集
団
が
安

定
化
す
る
こ
と
を
重
視
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
世
帯
規
模
の
縮
小
と
い

う
実
態
か
ら
は
、
家
族
の
多
様
化
の
な
か
で
も
個
人
化
の
様
相
が
問

題
性
を
孕
ん
だ
も
の
と
し
て
抽
出
さ
れ
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
家
族
機
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能
の
不
全
や
家
族
規
範
の
弛
緩
の
説
明
か
ら
は
、
社
会
秩
序
の
揺
ら

ぎ
に
連
な
る
家
族
問
題
が
強
調
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
一
方
、
社
会

の
流
動
性
の
高
ま
り
に
と
も
な
い
多
様
化
す
る
家
族
と
、
そ
の
な
か

で
の
個
人
の
ラ
イ
フ
コ
ー
ス
と
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
重
視
し
、

世
帯
の
内
外
で
展
開
す
る
各
個
人
の
関
係
の
束
を
実
践
的
側
面
か
ら

捉
え
る
「
関
係
的
・
実
践
的
家
族
論
」﹇
首
藤2008

、
落
合2008

﹈

も
存
在
す
る
。
世
帯
構
造
論
と
関
係
的
・
実
践
的
家
族
論
と
で
は
、

自
ず
と
分
析
の
射
程
と
限
界
が
異
な
る
。
そ
こ
で
発
見
さ
れ
る
家
族

問
題
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
し
、
た
と
え
同
様
の
家
族
問
題
が
構
成

さ
れ
て
も
、
解
釈
で
異
な
る
場
合
が
あ
る
。

〈
2
〉 

女
性
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
は
、
以
下
の
理
論
的

課
題
も
突
き
つ
け
て
い
る
。
費
孝
通
は
「
差
序
格
局
」
と
い
う
概
念

を
通
じ
て
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ
ス
を
構
成
す
る
文
化
的
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
を
論
じ
た
が
、
興
味
深
い
こ
と
に
こ
の
差
序
格
局
は
、
女
性
の

社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
分
析
射
程
を
、“
可
能
性
と
し

て
”
備
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
費
は
、
中
国
人
の
人
間
関
係
を
、
個

人
を
中
心
に
据
え
た
「
社
会
圏
子
」（
と
り
ま
き
）
が
互
い
に
接

触
、
輻
輳
す
る
な
か
で
切
り
結
ば
れ
る
も
の
と
捉
え
、
こ
れ
を
水
面

の
波
紋
が
同
心
円
状
に
お
し
広
が
る
な
か
で
他
の
波
紋
と
重
な
り
合

う
さ
ま
に
譬
え
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
派
生
す
る
人
間
関
係
の
特
徴
と

し
て
、
⑴
社
会
圏
子
の
中
心
に
個
人
が
存
在
し
、
そ
の
範
囲
は
各
個

人
の
勢
力
に
よ
っ
て
決
ま
り
伸
縮
自
在
で
あ
る
こ
と
、
⑵
集
団
は
個

人
的
な
呼
び
か
け
で
組
織
さ
れ
、
集
団
の
凝
集
性
は
特
定
個
人
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
依
存
す
る
の
で
、
家
、
親
族
、
地
縁
な
ど
の
第

一
次
集
団
も
「
関
係
」（guanxi

）
と
し
て
把
握
さ
れ
、
集
団
的
な

境
界
が
曖
昧
に
な
る
こ
と
、
⑶
社
会
圏
子
が
外
へ
向
か
え
ば
向
か
う

ほ
ど
、
他
者
へ
の
倫
理
的
な
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
弱
く
な
る
こ
と
、

⑷
行
為
規
範
な
ら
び
に
社
会
秩
序
は
私
人
関
係
の
「
差
序
」（
類

別
）
に
よ
っ
て
成
立
す
る
が
、
こ
の
類
別
の
形
式
と
し
て
君
臣
、
父

子
、
夫
婦
、
兄
弟
、
朋
友
な
ど
が
あ
り
、
類
別
の
意
味
と
し
て
鬼

神
、
貴
賎
、
親
疎
、
長
幼
、
上
下
な
ど
が
あ
る
﹇
費1998 : 24 ‒

30

﹈。
人
び
と
の
あ
い
だ
で
共
有
さ
れ
る
類
別
は
そ
の
他
に
も
存
在

し
、
行
為
者
は
こ
の
類
別
に
お
け
る
形
式
と
意
味
の
セ
ッ
ト
を
主
体

的
に
使
い
分
け
る
な
か
で
、
状
況
を
新
た
に
紡
ぎ
出
す
創
造
力
を
持

つ
。
中
国
社
会
の
人
間
関
係
で
は
、
家
族
や
親
族
に
お
い
て
も
私
人

関
係
の
差
序
が
規
範
的
に
も
実
践
的
に
も
作
用
し
、
こ
こ
か
ら
「
格

局
」（
秩
序
の
枠
組
み
）
が
動
態
的
に
構
成
さ
れ
る
。

 

　

し
か
し
残
念
な
が
ら
費
の
議
論
で
は
、
社
会
圏
子
の
中
心
に
存
在

す
る
個
人
と
し
て
、
暗
黙
裡
に
男
性
だ
け
を
前
提
と
し
て
し
ま
っ
て

い
る
。
も
し
、
社
会
圏
子
の
中
心
に
女
性
を
据
え
た
モ
デ
ル
も
構
築

で
き
る
の
な
ら
ば
、
双
系
化
の
議
論
と
相
俟
っ
て
、
女
性
の
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
性
化
が
、
家
族
だ
け
で
な
く
、
家
族
を
取
り
巻

く
人
間
関
係
す
な
わ
ち
親
族
、
地
域
、
企
業
、
政
府
な
ど
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
の
か
、
あ
る
い
は
ト
ラ
ン
ス
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
次
元
で
い
か
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
の
か
、
何
よ

り
も
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
ネ
ス
に
内
在
的
な
視
点
か
ら
歴
史
や
文
化
、
地

域
性
な
ど
も
視
野
に
含
み
つ
つ
理
論
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
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